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令和６年７月末の特殊詐欺発生状況について

１ ７月中の発生状況
・ 被害件数 ５件
・ 被害金額 約793万円

２ 令和6年７月末の発生状況
・ 被害件数 34件（前年同期比－９件）
・ 被害金額 約4,193万円（前年同期比－約7,946万円）
・ 手口別

※ 金額は一万円未満を四捨五入して表記しており、内訳と合計の数値が異なる場合があります。

・ 年代別

※ 高齢者率 60.6％
・ 男女別 男性17人、女性16人、法人１

３ 被害の傾向
７月中は、架空料金請求詐欺が２件、オレオレ詐欺が２件、還付金詐欺が１件

発生しました。
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被害額
（万円）

件数
被害額

（万円）
件数

被害額
（万円）うち未遂 うち未遂

区　分

対前年比

件数

12,138 -9 -7,946 

オレオレ詐欺 4 0 1,805 1 0 105

特　殊　詐　欺 34 0 4,193 43 0

3 1,700

令和6年

預貯金詐欺 0 0 0 7 0 3,645 -7 

架空料金請求詐欺 20 0 1,052 23 0 3,521 -3 -2,470 

融資保証金詐欺 3 0 214 1 0 25

還付金詐欺 6 0 932 6 0 402

金融商品詐欺 0 0 0 2 0 3,892 -2 -3,892 

ギャンブル詐欺 0 0 0 2 0 549 -2 -549 

キャッシュカード詐欺盗 0 0 0 1 0 0 -1 

0 1

その他の特殊詐欺 0 0 0 0 0 0

交際あっせん詐欺 1 0 190 0 0 190

0 531

2 189

0

0 0

月末 令和5年 月末

-3,645 

人数 0 3 3 1 2 4 8

被害者の年齢 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代
(65歳未満)

６０代
(65歳以上)

12 0 0

８０代 9０代７０代



４ 令和６年７月末の「声掛け」等による被害の未然防止状況
・ 未然防止件数 52件（前年同期比＋16件）

➖・ 未然防止金額 約795万円（前年同期比 約116万円）
・ 未然防止率（阻止率） 60.5％

※ 金額は一万円未満を四捨五入して表記しており、内訳と合計の数値が異なる場合があります。

＜還付金詐欺の被害例＞
被害者の自宅の固定電話に、出雲市役所職員を騙る男から、「保険料の払い戻

しがあります。ＡＴＭで手続きができます。どこの銀行口座で払い戻しを希望さ

れますか。」などと電話がかかり、被害者が払い戻しを希望する銀行の口座を伝

えると、その男は、「後で銀行から電話があります。」と言って一旦電話が切れま

した。

その後すぐに、銀行の『モリ』を名乗る男から電話があり、「払戻しは本人が
ATMに行ってやらないといけない。ＡＴＭに着いたら電話をして下さい。」など
と言われて、電話番号を伝えられました。

被害者は保険料の還付が受けられると信じ、自宅近くのＡＴＭに行き、言われ
た電話番号に電話をして、男の指示どおりにATMを操作し、２回にわたり振り
込みを行い、合計約１９９万円をだましとられたものです。

＜オレオレ詐欺の被害例＞
被害者の携帯電話に東京の警察本部の警察官をかたる男から電話があり、「秋

田県で詐欺グループが捕まった」、「あなたの銀行の口座がマネーロンダリングに

関わっている」、「今すぐ秋田県警に出頭してください」などと言われ、次に秋田

県警の警察官を騙る男が電話口に出て、遠方であり遠隔で対応するからＳＮＳに

登録するよう指示され、秋田県警の警察官を騙る者とビデオ通話で会話しました。

秋田県警の警察官を騙る者はビデオ通話で警察のバッジを見せたり、被害者の

名前の書かれた逮捕状や口座凍結などと書かれた書類の写真を送るなどして被害

者に逮捕される事を信じ込ませ、口座番号や口座残高などを聞き出しました。

次に検事を騙る者が電話に出てきて、「身の潔白を証明するには資金調査が必

要だ」などと言って指定した口座にお金を振り込むよう指示してきました。

被害者はお金を振り込んだら逮捕されないと信じ、相手に言われるがままＡＴ

Ｍやインターネットバンキングを利用して合計２11万円を送金し、だまし取ら

れたものです。

その他
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金融機関 配送業者 コンビニ
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件数
（件）

金額
（万円）

5 245 0 0


